
























































【要約】

　保育園,幼稚園の職員等,食教育において働きかける側の子どもを直接の対象とする食教

育に関するニーズを,重要性の認識やセルフ・エフィカシー等の態度の面から,実践状況と

の関連で検討することを目的に,全国 7 地域の保育園,幼稚園計 52 園に勤務する職員を対

象に郵送法による質問紙調査を実施し,672名から有効回答が得られた(有効回答率87.8%).

調査内容として,食教育の課題24 項目,働きかけの方法 19 項目をとりあげ,重要性の認識,

実践状況．実践へのセルフ・エフィカシーを 3 段階のリカート法で回答させた.事前，事

後に関係者によるフォーカス・グループスを実施し,調査項目の選定と,調査結果をふまえ

て今後の食教育の方向性に関する質的検討を行った.

　結果は,1)保育園,幼稚園共に重要性の認識で「とても重要」と積極的な回答をした者が

60%を超えた課題は,健康との関わり,食べ方・食べる内容,食事のマナー,家庭との関わり,

生活・地域との関わりの各側面で見られたが,セルフ・エフィカシーと実践状況で積極的

な回答者率が 60%を超えた項目は,食事のマナーに関する項目と食べ方の中の「食事を楽

しむこと」,家庭との関わりの中の「家族や友達との共食」だけであった.2)子どもへの食

教育に関心の高い者は,低い者に比べ,重要性の認識,セルフ・エフィカシー,実践状況の各

面で積極的な回答者率が有意に低かった.また,食教育への関心が高い者は,自己の食生活

への態度においても積極的な者が多かった.3)事後のフォーカス・グループスの結果,子ど

も主体の,参加型の食教育等,幼児の食教育を新しい方向へ展開するための具体的な情報や

研修のニーズが高いことが示された.


